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巻頭語　金飾りを除れ[footnoteRef:1] [1:  この文章は『國民新報』巻頭語欄に掲載された。単行本『同胞に寄す』には収録されていない。] 


聖戰 (せいせん)も、はや三週 (しう)年 (ねん)、滿 (まん)二年 (ねん)の悲痛 (ひつう)なる歳月 (さいげつ)が流 (なが)れた。
顧 (かへり)みれば、まことに悲痛 (ひつう)なる經過 (けいくわ)であり、皇軍將兵 (こうぐんしようへい)諸士 (しよし)の忍 (にん)苦 (く)々闘 (とう)の程 (ほど)まことに感激 (かんげき)の極 (きは)みであるのはいふまでもない。が銃後 (じうご)の奉公 (ほうこう)もまた並大抵 (なみたいてい)なものでない精神力 (せいしんりよく)と異常 (いぜう)の緊張 (きんちやう)に始終 (しじう)してきたことにも安 (やす)んじていと思 (おも)ふ。
ところが昨今 (さくこん)、國 (くに)をあげて總 (そう)動員 (どうゐん)の叫 (さけ)びが俄 (には)かに高 (たか)まつてきたのは、どうした譯 (わけ)か、強化 (けうか)に強化 (けうか)を重 (かさ)ね、要心 (ようしん)の上 (うへ)にも要心 (ようしん)をせよとのへにするならば、て何 (なに)もゆう必要 (ひつよう)はない、が事 (じ)實 (じつ)はこの悲愴 (ひそう)な三週 (しう)年 (ねん)に際 (さい)し些 (いささ)か中 (なか)弛 (ゆる)みの情態 (ぜうたい)ではなかろうか、それだとすれば、まことに悲 (かな)しむべきことである。
外國人 (がいこくじん)の内地 (ないち)を觀光 (くわんくわう)するものが、東京 (とうきよう)、大阪 (おほさか)その他 (た)の都市 (とし)で、どこもまことに悠 (ゆう)々として、大戰爭 (だいせんそう)を三年 (ねん)もけている國柄 (くにがら)とおもへぬと感心 (かんしん)している、と吾 (われ)々は時 (とき)々きかされるが、これはしてわが日本 (につぽん)が、外人 (ぐわいじん)からほめられたと正直 (しようぢき)に受取 (うけと)つてはならない。
そのほめ言葉 (ことば)の裏 (うら)にはかそけきわらいの潜 (ひそ)んでゐることを見 (み)のがしてはならぬ。
もしそれが嘘 (うそ)と思 (おも)ふなら百貨店 (くわてん)を電車 (でんしや)の中 (なか)を暫 (しばら)く注 (ちう)視 (し)するがよい。多 (おほ)くの有 (いう)閑 (かん)女 (じよ)人 (にん)達 (たち)が、綺羅 (きら)をつているは、まだすべしとしても、腕 (うで)その他 (た)に金 (きん)装 (そう)飾 (しよく)のぴかぴか光 (ひか)つているのはどうしたことか。
爺 (じい)さんや婆 (ばあ)さん達 (たち)が金歯 (きんば)を外 (はず)してまで、國 (くに)に金 (きん)を献 (けん)じようとする、この非常時 (ひぜうじ)に、未練 (みれん)があつてにれないなら鏡臺 (けうだい)の抽出 (ひきだし)にでも入 (い)れて、蔵 (しま)つて、おくがよい、皇軍將兵 (こうぐんしようへい)諸士 (しよし)が血 (けつ)河 (か)屍山 (しさん)の間 (あいだ)にことごとく命 (いのち)をてゝこの三伏 (ふく)の炎熱 (えんねつ)と殘虐 (ざんぎやく)な敵 (てき)と戰 (たたか)ひつゞけているではないか。
[bookmark: _GoBack]ただお題目 (だいもく)ばかりの總 (そう)動員 (どうゐん)では何 (なん)の禁厭 (まじない)にもなるものではない。百億 (おく)の金 (かね)がなくてはこの時局 (じきよく)をつていけない、朝鮮 (てうせん)だけでも三億 (おく)を引受 (ひきう)けなければならぬ、よろしく指輪 (ゆびわ)も鎖 (くさり)も時計 (とけい)も、いやしくも黄金色のしたものはすべて、これを身體 (からだ)かられ。
まことに餘 (よ)裕 (ゆう)のある戰 (いくさ)上手 (じやうず)の大国 (たいこく)だなどゝ、どこかの外人 (ぐわいじん)の空 (から)お世辭 (せじ)に陶酔 (とうすい)し、いゝ氣 (き)にるのではない。
時 (じ)局 (きよく)三週 (しう)年 (ねん)がる、黄金色 (こがねいろ)の一切 (さい)をれ、これに越 (こ)す銃 (じう)後 (ご)の御 (ご)奉 (ほう)公 (こう)はない。

